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標示板の場所

　周辺地域の人たちの物資購入は
　白石・豊平が中心だった
開拓使以来、ビール・製糖・製麻など
の官営工業は創成川以東に配置し、私
企業工場は都心部に本社を置きながら
も周辺の主要な箇所に工場を配置して
いた。
とくに国道36号両側の豊平地区(豊
平橋～豊平神社)には、豊平川以東の札
幌付近の村落、さらに遠く恵庭、千歳、
長沼村民の需要に応える醸造業、精米
所、馬車・橇製造、蹄鉄業、牛馬具製
造、鉄工場、俵･縄･むしろ製造、木工
場、みの・竹篭製造、建築関係などが
建ち並び、宿泊のための馬宿も並んで
いた。
　　札幌合併と鉄道敷設で急発展
明治43年(1910)に上白石の一部(旧

菊水北町・菊水西町)と現豊平区豊平地
区が札幌区と合併して発展が勢いづき、
さらに大正7年(1918)に定山渓鉄道（白
石駅～定山渓間）が開通、大正 14 年
(1926)に北海道鉄道(旧国鉄千歳線)が
開通して原材料や製品の輸送に好都合
な条件が整ったため、両鉄道沿線の豊
平地区から菊水・東札幌にかけて産業
が発展した。特にゴム工業、紡績工業、
定山渓沿線の山から運んだ木材工業な
どが発達した。

　　　　ゴム工場が多かった
ゴム工業は、地下足袋、胴付、水中、
水田、一般の長靴、ボッコ靴からスキー
靴、合羽など、一般市民生活から産業
分野に至るまで需用が多く、活況を呈
した。
これらの製造工場は豊平から菊水地
区に集中しており、白石には北都ゴム
（菊水1-3）、三共ゴム（菊水7-2）、白熊
ゴム（東札幌1-3）、北藤ゴム（東札幌
3-2)、北日本ゴム（菊水3-5)があった。
北日本ゴム工場勤務の女工の話によ
ると「工場には300人の工員がおり、鉄
の作業板の前に、朝座ると帰るまで同
じ場所で針・はさみと包丁に手ミシン
等の作業道具をならべ、長靴を作るの
に型ができるまですべての作業を一人
でやった」そうだ。当時はすべてが分
業化の行われていない手作業だけで行
われた。
　大手鉄鋼会社と多数の鋳物工場
大手の豊平製鋼所が豊平1条10丁目
から東札幌1条1丁目にかけて設置され
ていて、昭和39年(1964)西区発寒工業
団地に移転した。
他にも鶴巻工業㈱、（菊水6-2)、大島
鋳物工業（菊水6-4)、北海鋳鋼㈱（菊
水5-4)、工作機械製作所（菊水6-4)、
後藤鋳物（菊水9-4)、阿部鋳物（上白

豊
平
と
東
札
幌
駅
を
中
心
に
栄
え
た

白
石
の
工
場
地
帯

きゅうこくてつひがしさっぽろえきしゅうへん こうじょうちたいあと

旧国鉄東札幌駅周辺の工場地帯跡

　　北日本ゴム株式会社



61

石）、白石鋳物（上白石）、などがあり、
周辺には鋳型製造業など下請け会社が
数多く軒を並べていた。
　　　道の政策で始めた繊維工場
戦後、経済の再建のために、道庁は緊
急農業増産計画を立てた。そのなかで
綿羊40万頭の飼育計画が実施された。
猿払村でホタテ業を営んでいた山川栄
は昭和24年に北日本編織㈱を白石に建
て、毛織物の生産を始めた。幸いに通
産局、道、市の指導で年々事業を拡張
して、旭川のホクレン北紡工場ととも
に道内羊毛集荷を二分するようになっ
た。
昭和27年、北日本毛織会社と改称し
資本金も増資した。昭和30年代には東
北から九州に支店を置き、37年には販
売会社を設立し全国販売するに至った。
全盛期には、道南・東北各県から中卒
の女子工員を募集し、4階建ての工員寮
を設け、従業員650余名の企業となっ
た。
しかし、化繊の普及と海外からの安
い製品が輸入されるようになり、昭和
41年、会社更生法の適用を受け、51年
の地下鉄東西線開業を前に完全撤収し
た。
　豊平を中心に盛んだった木材工業
明治25年(1892)887戸の札幌大火復
興を機に豊平村阿部幣治ら29人の札樽
木材業者は29年6月26日、道庁長官認
可の札樽木材商組合(嘉納久三郎組合
長・2代目阿部幣治組合長)を設立、そ
の後幾変遷を経て昭和24年(1949)6月
1日、札幌市周辺木材業者87人による
札幌地区林材協会を設立し現在に至っ
ている。
札幌の発展とともに木材業界も発展
し、戦争による昭和15年の統制経済、
戦後昭和29年の 15号台風による風倒
木、40年代までの高度成長の波の中で
順調に伸びた。
明治12年(1879)平岸村滝野に官営水

力製材所が設立されたことに見るよう
に、豊平橋経由の木材運搬の至便さか

ら旧豊平村が木工
場の適地であった
と思われる。とく
に大正7年の定山
渓鉄道、大正15年
の北海道鉄道(旧
国鉄千歳線)開通
により豊平から現
菊水・東札幌の沿
線に木材工場・販
売店がたくさんで
きた。
　都市化とバブル

大正期から昭和30年代まであった工場群

昭和23年頃米軍撮影航空写真に見る東札幌駅周辺の工場群
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標示板の位置：菊水2条3丁目　やよい公園内

　景気破綻で減少続く工場
このように製造業で活気を呈した白
石・豊平であったが、都市化が進んで
工場と住宅が密集・混在した状況が進
み、市が造成した発寒工業団地などへ

の移転が進んだことと、バブル経済の
破綻、外材輸入の荒波などで廃業した
工場も多く、現在はかつての工場街の
面影はなくなっている。
　　　　　　　　　　（富岡秀義）
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